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予算って何のこと？ 

皆さんのご家庭では、給与やアルバイトなどいくらもらえるか、食費や教育費、電気代などがどれくらいかかるかなどを計

算しながら、家計をやり くりしていることと思います。また、お子さんであれば、おこづかいやお年玉の使い方をいろいろと考

えるでしょう。 

国や地方自治体も同じように、１年間の収入と支出を計算して、どのような仕事にいくらお金を使うかを決めています。 

この入ってくるお金（歳入）と出ていくお金（歳出）の計画を『予算』といいます。 

『予算』を見ると、鹿児島市の家計事情や仕事の中身が分かる仕組みになっています。市民の皆さんに鹿児島市の予算

を知っていただくことは、市民の皆さんが主人公であるまちづくりの出発点です。 

 

予算はどうやって決めるの？ 

福祉、教育、ごみ処理、道路整備など市役所がやらなければならない仕事はたくさんありますが、皆さんによりよい生活

を送っていただくために何をしたら良いか、市役所の各部署で検討し、皆さんの意見や要望をできる限り 反映させて予算の

素案を作成します。 

１年間に使えるお金には限りがある中で、市長が総合的な判断を加え、予算案をまとめて市議会に提案します。  

市民を代表する市議会は、予算案をいろいろな面から審議したうえで、市議会の議決により予算を決めます。 

 

令和６年度の鹿児島市当初予算総額 

 

 

 

 

 

 

 

会計とは？ 

 特定の収入（国民健康保険税、介護保険料など）がある事業

については、お金の出し入れを分かり やすくするために、お財

布を分けて管理する必要があります。このお財布のことを「会

計」といいます。大きく分けて３つの会計があります。 
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当初予算総額の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般会計当初予算額の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歳出のポイント 

 歳出で最も多いのは、子育て支援や高齢者の医療などに使われる

民生費の約１，４７８億円で、一般会計当初予算全体に占める割合は

約５２％、次に多いのは、市債の返済に使われる公債費の約２７２億円

で、約１０％となっています。 

 社会保障関係経費など多額の費用が見込まれ、財政状況は厳しさを

増していますが、「市民のための市政」の実現に向けて、「“つながり”を

力に！持続可能なまちを築き上げる予算」となっています。 

歳入のポイント 

 歳入で最も多いのは市税で、昨年度に比

べ個人市民税などの減により 約１９億円の

減額になり ましたが、定額減税の国費補て

ん分を含めると、実質的な市税は過去最高

になっています。 

 国庫支出金は、情報システム標準化に係

る事業費の増などにより約１６億円の増額に

なっています。 

一般会計当初予算額２，８２５億円
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財政メモ① 一般会計当初予算額と人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

財政メモ② 市民 1 人当たりの予算の使い道は？ 

一般会計当初予算額２，８２５億円の使い道を市民１人当たりに換算してみました。 

市民１人当たり 約４７万５千円の使い道 ※人口 59 万 5,042 人で計算（令和６年 1 月 1 日現在） 

 

 

 

 

 

 

財政メモ③ 市税の推移 

 

 

 

 

 

 

 

〇子育て支援や高齢者の 

医療など福祉の充実に 

約 24 万 8 千円 

〇市債の返済に 

約 4 万 6 千円 

〇道路や公園、区画 

整理などに 

約 3 万 8 千円 

〇教育の振興に 

約 3 万 5 千円 

〇市の運営などに 

約 3 万 9 千円 

〇環境や衛生の向上に 

約 2 万 8 千円 

〇商業・観光・農林水産業 

の振興に 

約 2 万１千円 

〇消防・救急に 

約 1 万 1 千円 

〇市電・市バスや船舶 

の維持に 

約 9 千円 

市税には主に市民税や固定資産税、

都市計画税などがあります。 

 皆さんに納めていただいた市税は 

歳入の約３１％を占めており、本市の 

まちづくりを行うための最も重要な財源

となっています。 

 市税は必要な行政サービスに大切に

使われています。 

  ※４年度までは決算額、５年度以降は当初予算額 

過去最高！ 

 ６年度は、市民や事業者、 

本市に想いを寄せて関わる 

皆さんがそれぞれ抱く、まちへの

誇り や愛着を軸とした、多様な

“つながり”を力に、より一層輝く

未来の鹿児島市を築き上げる 

予算としました。 

 

市民１人当たり約１５万円です。 

（定額減税のため、前年度より減少して

いますが、国費補てん分を含めた実質的

な市税は９０７億円になります） 
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財政メモ④ 市債残高の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

財政メモ⑤ 基金残高の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財政メモ⑥ プライマリ ーバランス（基礎的財政収支）の推移 

 

 

 (1) グラフの右部分は、実質的な地方交付税である臨時財政対策債です。 
 (2) 左部分は、臨時財政対策債を除いた残高です。 
 (3) ３年度までは同意ベースの決算額、４年度は決算見込額、５年度以降は 

当初予算時の見込額です。 

 

(1) グラフの左部分は財政調整基金、中央部分は建設事業基金、右部分は市債管理基金の残高です。 
(2) ４年度までは決算額、５年度以降は当初予算時の見込額です。 

各年度の当初予算時のプライマリーバランスです。 
(実質的な地方交付税である臨時財政対策債は、借金・返済から除いています。） 

 

本来は交付税として国からもらえるお金を

国の財政上の都合で市が借り入れている

ものです。返済は全て国の負担です。 

貯金は大事に 

使わないと・・・ 

どうして借金しなければならないの？ 

 市債 は借金なので無いに越したこと
はあり ま せんが、公園や道路、学校など
公共施 設の整備 に必要なお金を１ 年間
の予算でまかなってしまう と、その年は
他の仕事 ができなくなってしまいます。 
 公共施 設は長い間、たくさんの人が 
利用する もので、将来の市民の皆さん
にも公平に費用を負担していただくため
に、市債を発行しています。 

ただし、将来の返済額が多くなり すぎ
ないよう 計画的な市債の発 行に努めて
います。また、返済 時に国から交付税 が
配分される市 債を優 先するなど、本市
の負担を減らすことができるよう 努めて
います。 

基金って何だろう？ 

 本市には、土地や建 物、物 品、

債券 などの財産 のほ か に、一般  

家庭 の貯金 に相 当するさまざまな

「基 金 」があ り ま す。 

 市の貯 金である 基金 のう ち、 

財政 調 整 基金、建設 事 業基金 、

市債 管 理 基金の３ 基金 について

は、必要 に応 じて積立 てや取崩 し

を行いながら、健 全な財 政運 営の

維持 に努めています。 

 約１億円の黒字です 

 プライマリ ーバランスって何だろう？  
 借金 （市 債 ）を除いた歳入 と返 済

（元金 ）を除 いた歳 出を比較 した 

もので、歳 入のほう が多 ければ 

黒字となり 、財 政が健 全であること

を示 します。 
 厳しい財 政 状況の中 、６ 年 度 は、

５ 年度に引 き続き、黒字 を確 保して

いま す。 

市民１人当たり 

約２６万円 



令和６年度の主な事業

■ 地域社会を支える協働・連携の推進 ■ 多角的な連携・交流の推進

○ 町内会デジタル活用促進補助金（６００万円）

○ 町内会活動活性化補助金（４，３１２万４千円）

○ 新生鹿児島市誕生２０年・地域の魅力発信事業（２４２万円）

○ 地域の魅力・活力共創事業（４，０６５万４千円）

■ 自主的・自立的な行財政運営の推進 ■ シティプロモーションの推進

○ 「市民のひろばONLINE」配信事業(４７０万７千円)

■

○ 女性活躍推進事業（２２８万２千円）

○ 男女共同参画センター運営事業（１，０９０万６千円）

○ 多文化共生推進事業（６２７万２千円）

■ ゼロカーボンシティかごしまの推進 ■ 人と自然が共生する都市環境の構築

○ ＧＸに向けた脱炭素モデル調査事業（２，２００万円） ○ 甲突川千本桜再生プロジェクト事業（２，４１７万３千円）

○ ブルーカーボン推進事業（１００万円） ○ 生物多様性地域連携保全活動支援事業（４０万円）

○ 公用車ＥＶ拠点整備事業（３５２万円）

■ 循環型社会の構築

■ 生活環境の向上

○ 動物愛護サポート事業（８７万４千円）

○ 粗大ごみ受付システムオンライン化事業（２，１８９万２千円） ○ 美しいまちづくり推進事業（１，３９０万３千円）

○ プラスチック資源循環推進事業（４５６万６千円） ○ 谷山墓地・納骨堂施設整備事業（４，８１６万３千円）

○ 横井埋立処分場（２工区３期）整備事業（２，４３３万４千円） ○ ヤンバルトサカヤスデ対策事業（３，０２０万５千円）

シェアサイクル運営事業
（１，６５５万円）

誰もが個性と能力を発揮できる地域社会の形成

花と緑のハーモニー事業
（１億２，５９３万９千円）

武岡公園整備事業
（８，１０５万６千円）

○

○

アジア太平洋都市サミット開催事
業（７，３３８万２千円）

姉妹友好都市等との交流事業
（６，０７８万６千円）

○

○

マーケティング推進事業
（５，０００万円）

マグマシティ推進事業
（１，３８８万１千円）

○

行政手続オンライン化推進事業
（２３８万３千円）

○

○

○

○

○

○
デジタルスマートシティ推進
事業(１，３５０万円)

○
ふるさと納税推進事業
（８億９，９０６万３千円）

ＩＣＴで住みよいまち推進基盤
構築事業（５，６９２万円）

食品ロス削減マッチングサービス
導入事業（１１６万１千円）

１ 信頼と やさ し さ のある 共創のま ち

２ 自然と 都市が調和し た う る おいのある ま ち

１

２

“つながり”を力に！
持続可能なまちを築き上げる予算
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■ 地域特性を生かした観光・交流の推進 ○ 鹿児島アリーナリニューアル検討整備事業（１億４，５２５万円）

■ 地域産業の活性化

○ かごしまクリエイター成長促進事業（５２０万円）

○ ○ 中小企業デジタル広告支援事業（１，００２万８千円）

○ 桜島自然体験アクティビティ整備事業（４８０万円） ○ 地域商社支援事業（３００万円）

■ 中心市街地の活性化

○ 中心市街地活性化推進事業（５６０万３千円）

○ 国内プロモーション推進事業（１，０１９万６千円） ○ 中心市街地にぎわい創出支援事業（１，３００万円）

■ スポーツ交流・振興の推進 ■ 農林水産業の振興

○ スケートボード等専用施設整備検討事業（１９８万９千円） ○ 飼料自給率向上対策事業補助金（５１０万円）

■ 高齢化対策の推進 ■ 健康・医療の充実

○ 介護サービス事業所等物価高騰対策支援事業（２０５万円） ○ 元気いきいき検診事業(５億６，９９６万６千円)

○ クイズでわかる認知症特設ページ作成事業（８１万９千円） ○ 食による適正体重化事業(４４万４千円)

○ 介護人材確保支援事業（２４１万円） ■ 生活の安全性の向上

○ ICTを活用した地域介護予防活動支援事業（１８６万３千円） ○ 客引き行為等対策事業（１，７２５万９千円）

■ 地域共生社会の実現 ○ 犯罪被害者等支援条例（仮称）制定事業（３５万２千円）

■ 命を守る危機管理・防災力の向上

○ 桜島火山防災研究所（仮称）設置準備事業（１，２５１万７千円）

○ ○

○ 盲ろう者向け通訳・介助員養成事業（７４万円）

■ 少子化対策・子育て支援の推進 ■ 子どもの健やかな成長への支援

○ 潜在保育士雇上強化補助金（４，６７４万円） ○

○ 保育所システム更新等推進補助金（２，０００万円） ○ 児童相談システム導入事業（１４万１千円）

○ 民間保育士等処遇改善補助金（７億１，２９１万３千円） ○ こどもの居場所×学習機会づくり地域支援補助金（１４４万円）

○ 保育所等業務効率化推進補助金（２，１４５万円） ○ 親子関係支援プログラム実施事業（２６万２千円）

○  市立保育所ＩＣＴ化推進事業（１，０１５万７千円） ■ 学校教育の充実

○

○ フレンドルーム支援事業（１，０７３万８千円）

○

■ 生涯学習の充実

○ ■ 市民文化の創造

○ ○ 美術館開館７０周年記念事業（１５万６千円）

○ 市立保育所大型遊具等改修事業（３，２５１万円） ○ 美術館企画展等の開催（５，１７９万５千円）

■ 機能性の高い都市空間の形成 ■ 市民活動を支える交通環境の充実

○ 加治屋町１番街区市街地再開発事業（６，２２２万３千円） ○ 路線バス・タクシー運転者確保対策事業（７５万６千円）

■ 暮らしやすい生活基盤の構築

○ 子育て世帯住替支援事業補助金(５００万円)

○ 住宅確保サポート事業(２３万４千円)

○ 主要渋滞箇所対策事業（５，４８１万２千円）

県防災行政無線（衛星系）等再整備事業
負担金（４００万円）

救急需要対策事業(１，４８７万９千円)

災害時非常用電源備蓄事業
（１７３万３千円）

医療的ケア児受入推進事業（８，３１４万５千円）

歩いて楽しめるまちづくり推進
事業（１，１４０万６千円）

児童クラブタブレット学習支援
事業（３，３１０万４千円）

○

ナイトタイムエコノミー推進事業
（３０１万６千円）

マリーサポートかごしまＡＩマッチングシステム導入事業（１，４３０万円）

クルーズ船誘致・受入事業
（３，０５３万４千円）

公共交通不便地における持続可能
な交通手段調査検討事業
（２，９２８万６千円）

重層的支援体制整備事業
（４，５９６万円）

桜島学校整備推進事業(１９億１，９１１万５千円)〔一部⑤2月補正〕

○

市街地再開発促進事業
（１，０８９万円）

児童相談所設置事業（１６４万９千円）

児童クラブICT化推進事業
（２，８１３万円）

保育所等給食費支援補助金
（２億５，６３６万５千円）

地域公共交通ネットワーク再構築
検討事業（３，０４０万９千円）

相乗りタクシー実証実験事業
（４７２万６千円）

ＯＩＳＴ訪問科学技術研修事業(７５万６千円)

生涯学習プラザ･男女共同参画センター
施設整備事業（４億６，７５２万６千円）

○

磯新駅設置促進事業（１億２，６０７万９千円）

大阪・関西万博を契機としたプロモ
ーション推進事業（１，０６７万６千円）

鹿児島ユナイテッドFC活動支援
事業（２，１２３万３千円）

鹿児島レブナイズ活動支援事業
（５５０万円）

○

○

平川動物公園遊園地・錦江湾公園リニューアル事業
（１，８９４万３千円）

手話言語・障害者コミュニケーショ
ン条例推進事業（２６８万２千円）

手話通訳者確保推進事業（７１万円）

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○ ○

○

３ 魅力にあふれ人が集う 活力ある ま ち

４ 自分ら し く 健やかに暮ら せる 安心安全なま ち

５ 豊かな個性を育み未来を 拓く 誇り ある ま ち

６ 質の高い暮ら し を支える 快適なま ち

３

４

５

６
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財政メモ⑦ 鹿児島市の予算を他の中核市と比べると 

～中核市６２市のうち令和６年度一般会計当初予算規模上位１５市～ 

 

 

～ 『かごしま市予算のすがた』の作成にあたって ～ 

  「予算」という言葉は知っているけれど、その内容については、専門的で分かりにくいという印象を 

持たれている市民の皆さんも多いのではないでしょうか。 

 「市民との協働のまちづくり」を進めていくためには、市民の皆さんの生活に深く関わっている 

鹿児島市の予算を知っていただくことが大切です。 

 地方財政を取り巻く環境がますます厳しさを増す中で、「予算」のことを少しでも身近に感じていた

だくため、分かりやすい表現を心がけた「かごしま市予算のすがた」を作成しました。 

 市民の皆さんが鹿児島市の予算に興味を持っていただき、少しでも身近に感じていただければ 

幸いです。 

 

 

都市名 予 算 額

① 鹿児島市 2,825億2,400万円 約 60万人

② 川口市 2,554億6,000万円 約 61万人

③ 姫路市 2,361億      0万円 約 53万人

④ 船橋市 2,352億5,000万円 約 65万人

⑤ 長崎市 2,310億5,000万円 約 40万人

⑥ 宇都宮市 2,296億5,000万円 約 52万人

⑦ 尼崎市 2,292億　500万円 約 45万人

⑧ 八王子市 2,272億　　 0万円 約 56万人

⑨ 東大阪市 2,216億8,333万円 約 48万人

⑩ 松山市 2,197億2,500万円 約 50万人

⑪ 大分市 2,118億5,000万円 約 47万人

⑫ 倉敷市 2,039億3,989万円 約 48万人

⑬ 西宮市 2,032億　976万円 約 48万人

⑭ 豊田市 1,956億      0万円 約 42万人

⑮ 金沢市 1,904億      0万円 約 44万人

人口

★鹿児島市の予算や財政に関する情報は市ホームページでご覧いただけます。
　　https://www.city.kagoshima.lg.jp/　【トップページ】⇒【市政情報】⇒【予算・決算・財政】
　　⇒【財政状況】からアクセスしてください。

令和６年度 かごしま市予算のすがた

作 成／鹿児島市財政課

〒892-8677 鹿児島市山下町１１－１ 電話０９９－２１６－１１５５

https://www.city.kagoshima.lg.jp/

